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研 究 開 発 期 間 2023年 4月 1日 ～ 2024年 3月 31日 

研 究 開 発 成 果 
※開発内容の実績を含む 

 申請者らは、プログラミングなど講義時間中に演習を実施する講義において、講義時間中に
学生の進捗状況を把握することにより、学生の授業内容理解度を把握し、適切な指導を行うこ
とで学生の理解度の向上を図る授業支援システムを開発してきた。本申請研究は、この授業支
援システムの運用支援機能を開発し、学内の多数の演習系講義での本システムの運用を目指し
たものである。 
 本授業支援システムは、従来、講義時間中の演習結果に着目してきた。本申請研究では、こ
れに加えて講義時間中の小テストの結果を取り扱うための小テスト管理機能を開発した。これ
により、演習結果に加えて小テストの結果を用いて、学生の学習状況を、より詳細に把握する
ことで、より多くの演習系講義での運用を目指した。 
 小テスト管理機能は、小テスト情報登録、小テスト情報編集、小テスト情報削除、小テスト
結果登録、小テスト結果参照、小テスト結果編集、小テスト結果削除の機能から構成される。
小テスト結果としては、授業回ごとの小テストの平均点などのクラス内での統計値や、学生ご
との点数の推移などを確認することができる。小テストの点数が低い学生について、座席情報
を含めて表示することにより、講義時間中に、直接学生をフォローすることが可能となった。 

開発目的の達成度
(残された課題など) 

基本的な機能の実装は完了した。しかし、実装完了時期が遅れたため、実際の講義時間中での
運用評価ができていない。今後は、本機能を用いて授業時間中の評価実験を行っていきたい。 
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